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病 院 事 業 会 計               

 

１ 業 務 実 績 

業務量の比較をみると，第１表のとおりである。 

当年度の「延患者数」は１１９万４，８０６人で，前年度に比べ８，６３５人（０．７％）減少し

ている。 

「入院患者数」は４１万４，８２８人で，前年度に比べ１万３，１８９人（３．１％）減少してい

るが，「外来患者数」は７７万９，９７８人で，前年度に比べ４，５５４人（０．６％）増加している。 

また，「一般病床利用率」は前年度に比べ１．１ポイント上昇し，８９．９％となっている。 

「救急患者数」は５万１，９９０人で，前年度に比べ８６５人（１．６％）減少している。 

病院経営管理部（１７人）を含む「職員数」は，年度末現在１，５６０人である。 

⑴ 中央市民病院        

平均在院日数の短縮などに伴う入院患者数の減少，及び外来患者数の減少により，「延患者数」は 

８０万３，４１４人と，前年度に比べ１万６，３４７人（２．０％）減少している。 

「入院患者数」は２９万６，７０４人で，前年度に比べ１万４，７０５人（４．７％）減少して

おり，「１日平均患者数」も８１１人と，前年度に比べ４２人（４．９％）減少している。「一般病

床利用率」は前年度に比べ１．２ポイント上昇し，８９.９％となっている。 

「外来患者数」は５０万６，７１０人で，前年度に比べ１，６４２人（０．３％）減少しており，

「１日平均患者数」も２，０６０人と前年度に比べ１５人（０．７％）減少している。 

「救急患者数」は３万５，１８４人で，前年度に比べ５１８人（１．５％）減少している。 

⑵ 西 市 民 病 院          

平均在院日数の短縮にもかかわらず入院患者数は増加し，外来患者数も増加した結果，「延患者

数」は３９万１，３９２人と，前年度に比べ７，７１２人（２．０％）増加している。 

「入院患者数」は１１万８，１２４人で，前年度に比べ１，５１６人（１．３％）増加しており，

「１日平均患者数」も３２３人と，前年度に比べ３人（０．９％）増加している。「病床利用率」は

前年度に比べ１．０ポイント上昇し，９０．２％となっている。 

「外来患者数」は２７万３，２６８人で，前年度に比べ６，１９６人（２．３％）増加しており，

「１日平均患者数」も１，１１１人と前年度に比べ２１人（１．９％）増加している。 

「救急患者数」は１万６，８０６人で，前年度に比べ３４７人（２．０％）減少している。 

⑶ 西神戸医療センター 

財団法人神戸市地域医療振興財団が開設，運営しており，地域の医療機関との連携に取り組むと

ともに，市民病院群の一環として神戸西地域の医療需要に対応する中核的病院として位置づけられ

ている。 
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（単位　人数：人，比率：％，病床数：床）

平成15年度 平成14年度 平成15年度 平成14年度 平成15年度 平成14年度

1,194,806 1,203,441 803,414 819,761 391,392 383,680

△ 8,635 △ 50,256 △ 16,347 △ 54,238 7,712 3,982

△ 0.7 △ 4.0 △ 2.0 △ 6.2 2.0 1.0

414,828 428,017 296,704 311,409 118,124 116,608

対 前 年 度 増 減 △ 13,189 △ 3,027 △ 14,705 △ 5,720 1,516 2,693

対 前 年 度 増 減 率 △ 3.1 △ 0.7 △ 4.7 △ 1.8 1.3 2.4

1,134 1,173 811 853 323 320

1,270 1,330 912 972 358 358

(1,270) (1,330) (912) (972) (358) (358)

89.2 88.2 88.9 87.8 90.2 89.2

414,789 427,948 296,665 311,340 118,124 116,608

対 前 年 度 増 減 △ 13,159 △ 3,093 △ 14,675 △ 5,786 1,516 2,693

対 前 年 度 増 減 率 △ 3.1 △ 0.7 △ 4.7 △ 1.8 1.3 2.4

1,134 1,173 811 853 323 320

1,260 1,320 902 962 358 358

(1,260) (1,320) (902) (962) (358) (358)

89.9 88.8 89.9 88.7 90.2 89.2

39 69 39 69 － －

対 前 年 度 増 減 △ 30 66 △ 30 66 － －

対 前 年 度 増 減 率 △ 43.5 ほぼ皆増 △ 43.5 ほぼ皆増 － －

0 0 0 0 － －

10 10 10 10 － －

(10) (10) (10) (10) － －

1.1 1.9 1.1 1.9 － －

779,978 775,424 506,710 508,352 273,268 267,072

4,554 △ 47,229 △ 1,642 △ 48,518 6,196 1,289

0.6 △ 5.7 △ 0.3 △ 8.7 2.3 0.5

3,171 3,165 2,060 2,075 1,111 1,090

51,990 52,855 35,184 35,702 16,806 17,153

(44,321) (45,774) (30,109) (30,861) (14,212) (14,913)

△ 865 6,180 △ 518 2,991 △ 347 3,189

△ 1.6 13.2 △ 1.5 9.1 △ 2.0 22.8

7,785 7,238 5,049 4,850 2,736 2,388

(5,751) (5,378) (3,734) (3,698) (2,017) (1,680)

1,560 1,561 1,155 1,161 388 384

1,560 1,561 1,155 1,161 388 384

(17) (16) － － － －

－ － － － － －

備　考：

　６　職員数は年度末現在の数値である。

　５　救急患者数は延患者数の再掲であり,（　）内書は時間外に係る患者数である。

　４　病床利用率は，（延入院患者数/延稼働病床数×100）で算出した。

延 患 者 数

　２　診療日数は，平成15年度は入院366日，外来246日であり,平成14年度は入院365日，外来245日である。

対 前 年 度 増 減

対 前 年 度 増 減 率

　３　病床数は年度末現在の数値であり，（　）内書は稼働病床数である。

　１　１日平均入院患者数・外来患者数はそれぞれの診療日数により算出した。

西　市　民　病　院

１ 日 平 均 患 者 数

延 患 者 数

１ 日 平 均 患 者 数

病 床 利 用 率

対 前 年 度 増 減

項　　　　　　目

１ 日 平 均 患 者 数

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院

病 床 利 用 率

中　央　市　民　病　院

延 患 者 数

許 可 病 床 数

全　　　病　　　院

対 前 年 度 増 減 率

入
　
　
院
　
　
計

対 前 年 度 増 減 率

１ 日 平 均 患 者 数

許 可 病 床 数

延 患 者 数

対 前 年 度 増 減

一
　
般
　
病
　
床

病 床 利 用 率

延 患 者 数

許 可 病 床 数

第　１　表　　　　　業　　　　務　　　　量　　　　の　　　　比　　　　較

（うち病院経営管理部）

資 本 勘 定 支 弁 職 員

損 益 勘 定 支 弁 職 員

延 患 者 数 の う ち
入 院 患 者 数

職 員 数

感

染

症

病

床

外
　
来

（

救
　
急
）

延 患 者 数
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神戸市は同センターが市民病院と同様の公的使命を果たせるよう，結核及び高度・救急医療等に

対する補助を行うとともに医師・看護師等の職員を派遣している。 

なお，同センターの病床数は一般病床４００床，結核病床１００床であり，当年度の「延患者数」

は６１万９，０１１人で，前年度に比べ８，１４８人（１．３％）増加している。 

「入院患者数」は１６万４，７０９人で，前年度に比べ２１人（０．０％）減少しており，「１日

平均患者数」も４５０人と，前年度に比べ１人（０．２％）減少している。「一般病床利用率」は前

年度に比べ３．０ポイント上昇し，９５．２％となっている。  

「外来患者数」は４５万４，３０２人で，前年度に比べ８,１６９人（１．８％）増加しており，

「１日平均患者数」も１，８４６人と前年度に比べ２５人（１．４％）増加している。 

「救急患者数」は２万４，７７４人で，前年度に比べ１，１４５人（４．４％）減少している。 

 

２ 予算の執行状況 

⑴ 収 益 的 収 支        

収益的収支の執行状況をみると，第２表のとおりである。 

収益的収入は，予算額３７８億５，９７９万円に対して決算額３７１億６，７６６万円で，執行

率は９８．２％となっている。これは主として，入院収益の減等医業収益が予定を下回ったこと及

び一般会計補助金の減等により医業外収益が予定を下回ったことによる。 

収益的支出は，予算額３７６億８，７５０万円に対して決算額３６９億７，８７３万円で，執行

率は９８．１％となっている。これは，主として人件費及び物件費等の医業費用が予定を下回った

ことによる。 

 

(単位　金額：千円，比率：％）

金額(Ａ) 構成比率 金額（Ｂ） 構成比率

1 37,859,793 100.0 37,167,666 100.0 △ 692,127 98.2

(1) 30,671,092 81.0 30,313,506 81.6 △ 357,586 98.8

(2) 6,298,769 16.6 5,812,393 15.6 △ 486,376 92.3

(3) 867,721 2.3 865,651 2.3 △ 2,070 99.8

(4) 22,211 0.1 176,116 0.5 153,905 792.9

1 37,687,508 100.0 36,978,734 100.0 708,774 98.1

(1) 35,678,923 94.7 35,045,171 94.8 633,752 98.2

(2) 1,056,964 2.8 1,013,617 2.7 43,347 95.9

(3) 867,721 2.3 865,651 2.3 2,070 99.8

(4) 53,900 0.1 54,294 0.1 △ 394 100.7

(5) 30,000 0.1 － － 30,000 －

備考：予算額及び決算額には，消費税が含まれている。

第　２　表　　　収　益　的　収　支　の　執　行　状　況

項　　　目
予　算　額 決　算　額 予算額に比べ

決算額の増減
又 は 不 用 額

執 行 率
（ B/A ×

100)

病 院 事 業 収 益

医 業 収 益

特 別 利 益

病 院 事 業 費

医 業 外 収 益

西神戸医療センター収益

医 業 費 用

西神戸医療センター費

特 別 損 失

予 備 費

医 業 外 費 用
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⑵ 資 本 的 収 支        

資本的収支の執行状況をみると，第３表のとおりである。 

当年度の資本的収入の決算額は１０億６，８１３万円である。これに対し，資本的支出の決算額

は２８億３，５６８万円で，その不足する額１７億６，７５５万円を消費税資本的収支調整額 

２００万円で補てんしているが，なお不足する１７億６，５５５万円は借入金で措置している。 

ア 資 本 的 収 入        

資本的収入は予算額１０億７，８６０万円に対して決算額１０億６，８１３万円で，執行率は 

９９．０％となっている。 

以下，各項目別に決算状況を述べる。 

「企業債」は８億７，３００万円で，資本的収入の８１．７％を占めており，充当内訳は中央

市民病院空調機改修工事等に３億３，３００万円及び医療機器整備に５億４，０００万円である。 

「他会計繰入金」は４，０７２万円で，全額基金繰入金であり，充当内訳は医療機器整備等で

ある。 

  「財産収入」は６，７７４万円で，土地売却による収入である。 

  「雑収入」は５，０８４万円で，看護学生修学資金貸付金返還金等である。 

イ 資 本 的 支 出        

資本的支出は予算額２８億９，００９万円に対して決算額２８億３，５６８万円で，執行率は 

９８．１％となっている。 

以下，各項目別に決算状況を述べる。 

(ｱ) 建 設 改 良 費         

建設改良費は１０億１，４２９万円で，資本的支出の３５．８％を占めており，執行率は 

９９．３％となっている。 

「建物改良費」は３億８，２７１万円で，内訳は中央市民病院の空調機改修工事 

１億８９３万円，病棟便所改修工事９，３３７万円及び電力中央監視設備更新５，８６９万円

等である。 

「医療器具及び備品費」は６億３，１５０万円で，内訳は中央市民病院のアンギオＣＴシス

テム１億５，１４１万円，ガンマカメラ(アップグレード)６,９３０万円，多目的Ｘ線テレビ装

置４，７２２万円及び全自動超音波洗浄装置２，４１５万円等である。 

(ｲ) 投 資        

投資は１億４，１７９万円で，内訳は看護学生修学資金貸付に係る「長期貸付金」 

５，３９０万円及び「基金造成費」８，６６８万円等である。 
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(ｳ) 企業債等償還金 

企業債等償還金は１６億７，９５９万円で，資本的支出の５９．２％を占めており，内訳は

企業債の元金償還１４億１，２１８万円等である。 

 

(単位　金額：千円，比率：％）

1 1,078,600 100.0 1,068,131 100.0 △ 10,469 99.0

(1) 920,000 85.3 873,000 81.7 △ 47,000 94.9

(2) 67,547 6.3 40,729 3.8 △ 26,818 60.3

(3) 17,928 1.7 22,807 2.1 4,879 127.2

(4) 15,000 1.4 12,055 1.1 △ 2,945 80.4

(5) － － 945 0.1 945 皆増

(6) 252 0.0 67,746 6.3 67,494 ほぼ皆増

(7) 57,873 5.4 50,848 4.8 △ 7,025 87.9

1 2,890,099 100.0 2,835,684 100.0 54,415 98.1

(1) 1,021,725 35.4 1,014,298 35.8 7,427 99.3

ア 388,825 13.5 382,719 13.5 6,106 98.4

イ 632,700 21.9 631,503 22.3 1,197 99.8

ウ 200 0.0 76 0.0 124 38.0

(2) 179,777 6.2 141,792 5.0 37,985 78.9

ア 74,248 2.6 53,904 1.9 20,344 72.6

イ 103,979 3.6 86,688 3.1 17,291 83.4

ウ 1,550 0.1 1,200 0.0 350 77.4

(3) 8,000 0.3 － － 8,000 －

(4) 1,679,597 58.1 1,679,595 59.2 2 100.0

(5) 1,000 0.0 － － 1,000 －

備考：予算額及び決算額には，消費税が含まれている。

企 業 債 等 償 還 金

予 備 費

敷 金

構 成
比 率

基 金 造 成 費

雑 収 入

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

医 療 器 具 及 び 備 品 費

投 資

資 本 的 収 入

企 業 債

他 会 計 繰 入 金

他 会 計 補 助 金

開 発 費

財 産 収 入

国 庫 支 出 金

建 物 改 良 費

長 期 貸 付 金

雑 支 出

県 支 出 金

第　３　表　　　資　本　的　収　支　の　執　行　状　況

項　　　　目

予　算　額 決　算　額 予 算 額 に
比 べ 決 算
額 の 増 減
又 は 不 用 額

執 行 率
( Ｂ ／ Ａ
× 100)金　額

（Ａ）
金　額
（Ｂ）

構 成
比 率
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３ 経 営 成 績        

⑴ 損 益 状 況        

損益状況の比較をみると，第４表のとおりである。 

当年度は，収益３６９億２，５８４万円に対し，費用３６８億６，１９２万円で，差引 

６，３９１万円の経常利益となっている。これに特別利益１億７,６１１万円，特別損失５，３８７

万円を加減した当年度純利益は１億８，６１５万円であり，これに前年度繰越欠損金３２７億 

３，１２３万円を加えた当年度未処理欠損金は３２５億４，５０８万円となっている。 

なお，特別利益は固定資産売却益及び過年度損益修正益等であり，特別損失は過年度損益修正損

等である。 

前年度と比べると，収益が６億７，６７２万円（１．９％）増加し，費用は１億６５６万円 

（０．３％）増加した結果，差引経常損益は５億７，０１６万円の改善となっている。 

医業収支比率は８８．４％，経常収支比率は１００．２％であり，前年度と比べそれぞれ２．１

ポイント，１．６ポイント上昇している。 

⑵ 収 益        

ア 医 業 収 益        

医業収益は３０２億７，０２１万円で，診療単価の増等により，前年度に比べ８億５，５３１

万円（２．９％）増加している。 

「入院収益」は１９２億７，３３４万円で，収益の５２．２％を占めており，前年度に比べ 

２億７，９４４万円（１．５％）増加している。 

「外来収益」は１０３億６，２６２万円で，収益の２８．１％を占めており，前年度に比べ６

億４，３９４万円（６．６％）増加している。 

「その他医業収益」は６億３，２９６万円で，主として室料差額収入であり，前年度に比べ 

６，７１５万円（９．６％）減少している。 

イ 医 業 外 収 益        

医業外収益は５７億８，９９７万円で，前年度に比べ１億７，７４０万円（３．０％）減少し

ている。 

「他会計補助金」は５０億３，１７５万円で，負担区分による一般会計補助金であり，内訳は

高度医療，特殊医療等の不採算的医療経費に係るもの２１億７，００７万円，救急医療，感染症

医療等の行政的経費に係るもの１１億９，７９２万円，研究研修費等に係るもの１６億 

６，３７５万円である。前年度に比べ８，７３７万円（１．７％）減少している。これは，負担

区分の見直しに伴い看護師確保経費に係る補助金が皆減したこと等による。 

「その他医業外収益」は６億２，２３６万円で，治験収入の減等により，前年度に比べ 

８，９０４万円（１２．５％）減少している。 
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ウ 西神戸医療センター収益 

西神戸医療センター収益は８億６，５６５万円で，前年度に比べ１１８万円（０．１％）減少

している。 

全額が「他会計補助金」で，同センターが市民病院群の一環として行う結核及び救急・高度医

療等に対する一般会計補助金である。 

⑶ 費 用        

ア 医 業 費 用        

医業費用は３４２億２，４３５万円で，前年度に比べ１億５，１０３万円（０．４％）増加し

ている。 

「人件費」は１５１億７６６万円で，各病院及び病院経営管理部の職員の人件費であり，費用

の４１．０％を占めている。職員の給与改定等により前年度に比べ３億６，２０２万円（２．３％）

減少している。 

「材料費」は１１９億４，２２６万円で，費用の３２．４％を占めており，薬品費の増等によ

り前年度に比べ５億９，３００万円（５．２％）増加している。 

「経費」は５６億１，２５５万円で，光熱水費及び修繕料の減等により前年度に比べ１億 

１，０９６万円（１．９％）減少している。 

「減価償却費」は１４億１，４７７万円で，主として前年度に整備した医療機器等の減価償却

の開始により，前年度に比べ３，０６９万円（２．２％）増加している。 

イ 医 業 外 費 用        

医業外費用は１７億７，１９２万円で，前年度に比べ４，３２８万円（２．４％）減少してい

る。 

「支払利息及企業債取扱諸費」は５億５，４３５万円で，企業債利息５億４，２５１万円等で

あり，前年度に比べ４，１９４万円（７．０％）減少している。 

「雑支出」は８億４，５６８万円で，主として収益的支出に係る控除対象外消費税額７億 

８，７５２万円であり，前年度に比べ８８８万円（１．１％）増加している。 

ウ 西神戸医療センター費 

西神戸医療センター費は，８億６，５６５万円となっている。 

全額が「補助金」で，同センターが市民病院群の一環として行う結核及び高度・救急医療等に

対する一般会計補助金である。 
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(A) 36,925,843 100.0 676,728 1.9 36,249,115 100.0 △ 907,371 △ 2.4

(a1) 30,270,214 82.0 855,318 2.9 29,414,896 81.1 865,502 3.0

入 院 収 益 19,273,348 52.2 279,447 1.5 18,993,901 52.4 417,088 2.2

外 来 収 益 10,362,625 28.1 643,940 6.6 9,718,685 26.8 463,834 5.0

感 染 症 病 床 収 益 1,278 0.0 △ 914 △ 41.7 2,192 0.0 2,107 ほぼ皆増

そ の 他 医 業 収 益 632,963 1.7 △ 67,155 △ 9.6 700,118 1.9 △ 17,527 △ 2.4

(a2) 5,789,979 15.7 △ 177,403 △ 3.0 5,967,382 16.5 △ 9,597 △ 0.2

受 取 利 息 及 配 当 金 10,122 0.0 △ 3,249 △ 24.3 13,371 0.0 △ 3,412 △ 20.3

他 会 計 補 助 金 5,031,758 13.6 △ 87,379 △ 1.7 5,119,137 14.1 △ 128,305 △ 2.4

国 庫 支 出 金 14,398 0.0 1,790 14.2 12,608 0.0 177 1.4

県 支 出 金 111,333 0.3 478 0.4 110,855 0.3 △ 4,087 △ 3.6

そ の 他 医 業 外 収 益 622,368 1.7 △ 89,044 △ 12.5 711,412 2.0 126,031 21.5

(a1+a2) 36,060,192 97.7 677,913 1.9 35,382,279 97.6 855,907 2.5

865,651 2.3 △ 1,185 △ 0.1 866,836 2.4 △ 1,763,278 △ 67.0

他 会 計 補 助 金 865,651 2.3 △ 1,185 △ 0.1 866,836 2.4 140,912 19.4

雑 入 － － － － － － △ 1,904,190 皆減

(B) 36,861,927 100.0 106,565 0.3 36,755,362 100.0 △ 1,254,000 △ 3.3

(b1) 34,224,350 92.8 151,037 0.4 34,073,313 92.7 439,682 1.3

人 件 費 15,107,660 41.0 △ 362,028 △ 2.3 15,469,688 42.1 △ 309,937 △ 2.0

材 料 費 11,942,266 32.4 593,009 5.2 11,349,257 30.9 647,627 6.1

経 費 5,612,553 15.2 △ 110,969 △ 1.9 5,723,522 15.6 11,010 0.2

減 価 償 却 費 1,414,779 3.8 30,699 2.2 1,384,080 3.8 70,708 5.4

資 産 減 耗 費 34,800 0.1 3,416 10.9 31,384 0.1 19,255 158.8

研 究 研 修 費 112,292 0.3 △ 3,090 △ 2.7 115,382 0.3 1,019 0.9

(b2) 1,771,926 4.8 △ 43,288 △ 2.4 1,815,214 4.9 69,597 4.0

支 払 利 息 及
企 業 債 取 扱 諸 費

554,357 1.5 △ 41,946 △ 7.0 596,303 1.6 △ 35,857 △ 5.7

繰 延 勘 定 償 却 371,883 1.0 △ 10,221 △ 2.7 382,104 1.0 72,914 23.6

雑 支 出 845,686 2.3 8,880 1.1 836,806 2.3 32,539 4.0

(b1+b2) 35,996,276 97.7 107,750 0.3 35,888,526 97.6 509,277 1.4

865,651 2.3 △ 1,185 △ 0.1 866,836 2.4 △ 1,763,278 △ 67.0

人 件 費 － － － － － － △ 1,904,190 皆減

補 助 金 865,651 2.3 △ 1,185 △ 0.1 866,836 2.4 140,912 19.4

63,916 － 570,164 － △ 506,248 － 346,629 －

176,110 － 143,237 435.7 32,873 － △ 67,652 △ 67.3

53,875 － △ 40,020 △ 42.6 93,895 － 59,192 170.6

186,151 － 753,420 － △ 567,269 － 219,785 －

△ 32,731,232 － △ 567,270 － △ 32,163,962 － △ 787,054 －

△ 32,545,080 － 186,152 － △ 32,731,232 － △ 567,270 －

88.4 － 2.1 － 86.3 － 1.4 －

100.2 － 1.6 － 98.6 － 0.8 －

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金
（ △ 欠 損 金 ） (G)

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
（ △ 未 処 理 欠 損 金 )(F+G)

医 業 収 支 比 率 (a1/b1 × 100)

医 業 外 収 益

経 常 損 益 (C=A-B)

特 別 利 益 (D)

特 別 損 失 (E)

当 年 度 純 損 益 (F=C+D-E)

西神戸医療センター費

費 用

経 常 収 支 比 率 (A/B × 100)

医 業 費 用

医 業 外 費 用

医業費用＋医業外費用

金   額

医業収益＋医業外収益

西神戸医療センター収益

収 益

医 業 収 益

項     目

平　　成　　14　　年　　度

第　４　表　　　損　　　益　　　状　　　況　　　の　　　比　　　較　　　

(単位　金額：千円，比率：％)

平　　成　　15　　年　　度

金   額
構成
比率

対前年度
増　  減

対前年度
増 減 率

対前年度
増 減 率

構成
比率

対前年度
増　  減



 － 66 －

⑷ 医業収益と医業費用 

ア 病院別の医業収益と医業費用 

病院別の医業収益と医業費用をみると，第５表のとおりである。 

中央市民病院では，医業収益２２１億９，７３８万円に対し医業費用は２５３億１，０１０万

円で，医業損失は３１億１，２７１万円となっており，前年度に比べ４億１，５３３万円減少し

ている。 

西市民病院では，医業収益８０億７，２８２万円に対し医業費用は８９億１，４２５万円で，

医業損失は８億４，１４２万円となっており，前年度に比べ２億８，８９４万円減少している。 

病院全体の医業損失は３９億５，４１３万円となっており，医業収益の増加が医業費用の増加

を上回ったことにより，前年度に比べ７億４２８万円改善している。 

医 業 収 益 22,197,388 73.3 192,704 0.9 22,004,684 74.8 510,109 2.4

医 業 費 用 25,310,100 74.0 △ 222,627 △ 0.9 25,532,727 74.9 200,998 0.8

医 業 損 益 △ 3,112,713 78.7 415,330 － △ 3,528,043 75.7 309,111 －

医 業 収 支 比 率 87.7 － 1.5 － 86.2 － 1.3 －

医 業 収 益 8,072,826 26.7 662,614 8.9 7,410,212 25.2 355,394 5.0

医 業 費 用 8,914,250 26.0 373,665 4.4 8,540,585 25.1 238,683 2.9

医 業 損 益 △ 841,424 21.3 288,949 － △ 1,130,373 24.3 116,711 －

医 業 収 支 比 率 90.6 － 3.8 － 86.8 － 1.8 －

医 業 収 益 30,270,214 100.0 855,318 2.9 29,414,896 100.0 865,502 3.0

医 業 費 用 34,224,350 100.0 151,037 0.4 34,073,313 100.0 439,682 1.3

医 業 損 益 △ 3,954,137 100.0 704,280 － △ 4,658,417 100.0 425,821 －

医 業 収 支 比 率 88.4 － 2.1 － 86.3 － 1.4 －

備考：  医業費用は，各病院ごとの「医業費用」に，病院経営管理部に係る医業費用（平成15年度711,446千円，
　　　平成14年度747,165千円）をそれぞれの病院の医業費用に応じて按分した額を加えたものである。

第　５　表　　　病　　院　　別　　医　　業　　収　　益　　と　　医　　業　　費　　用　　　

項　　目 対前年度
増 減 率

(単位　金額：千円，比率：％)

対前年度
増 減 率

平　　成　　15　　年　　度 平　　成　　14　　年　　度

合
　
　
計

対前年度
増　  減

金   額
対前年度
増　  減

構成
比率

構成
比率

金   額

中
央
市
民
病
院

西
市
民
病
院

     

イ 患者１人１日当たりの医業収益と医業費用 

患者１人１日当たりの医業収益と医業費用をみると，第６表のとおりである。 

患者１人１日当たりの医業収益は２万５，３３５円で，平均在院日数の短縮等により，前年度

に比べ８９３円（３．７％）増加している。 

患者１人１日当たりの医業費用は２万８，６４４円で，人件費等は減少したものの，薬品等の

材料費等が増加したことにより，前年度に比べ３３１円（１．２％）増加している。 

患者１人１日当たりの医業収支は３，３０９円の赤字であるが，前年度に比べ５６２円改善し

ている。 
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(A) 25,335 － 893 3.7 24,442 － 1,670 7.3

47,874 － 1,964 4.3 45,910 － 1,250 2.8

13,348 － 755 6.0 12,593 － 1,289 11.4

(B) 28,644 100.0 331 1.2 28,313 100.0 1,485 5.5

12,644 44.1 △ 211 △ 1.6 12,855 45.4 268 2.1

9,995 34.9 564 6.0 9,431 33.3 895 10.5

4,697 16.4 △ 59 △ 1.2 4,756 16.8 199 4.4

1,307 4.6 35 2.8 1,272 4.5 124 10.8

△ 3,309 － 562 － △ 3,871 － 185 －

88.4 － 2.1 － 86.3 － 1.4 －

第　６　表　　　患　者　１　人　１　日　当　た　り　の  医　業　収　益　と　医　業　費　用　　　

(単位　金額：円，比率：％)

諸 費 用

差 引
（ Ａ － Ｂ ）

入 院 収 益

材 料 費

対前年度
増　  減

項     目

平　　成　　15　　年　　度

医 業 費 用

　　　３　医業費用の単価は，入院・外来の区分ができないので延患者数で費用を除した。

医業収益対医業費用比率
（ Ａ ／ Ｂ × 100 ）

備考：１　医業収益の単価は，延患者数で収益を除した。ただし，入院収益及び外来収益の単価は，各々の患者数により
        算出した。

　　　２　医業収益のうち，感染症病床収益及びその他医業収益のうち室料差額収益は入院収益に配分し，その他は入院
　　　　収益及び外来収益に応じて配分した。

人 件 費

医 業 収 益

構成
比率

平　　成　　14　　年　　度

金   額 金   額
構成
比率

対前年度
増  　減

対前年度
増 減 率

対前年度
増 減 率

外 来 収 益

経 費

 

４ 財 政 状 態        

平成１５年度末の貸借対照表を前年度末のそれと比較すると，第７表のとおりである。 

以下，主な項目について述べる。 

⑴ 資     産 

資産総額は４８７億１９１万円で，前年度末に比べ８億６，３２１万円（１．７％）減少してい

る。 

ア 固 定 資 産        

固定資産は３９７億８１２万円で，前年度末に比べ５億１，０９４万円（１．３％）減少して

いる。 

(ｱ) 有形固定資産        

有形固定資産は３７１億３，８７９万円で，前年度末に比べ５億４，９６５万円（１．５％）

減少している。 

「土地」は，７０億２，３８６万円で，前年度末に比べ６，７７４万円（１．０％）減少し

ている。これは，中央市民病院の一部土地等を売却したことによる。 

「建物」は１６８億５，９９７万円で，前年度末に比べ３億２，８３４万円（１．９％）減

少している。これは，西市民病院でのトリアージ室増築等により１，３３１万円増加したもの

の，減価償却により３億４，１６５万円減少したことによる。 
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 「建物附属設備」は８０億３，７７２万円で，前年度末に比べ７，１１７万円（０．９％）減

少している。これは，中央市民病院の空調機や便所の改修等により３億４，３１３万円増加し

たものの，減価償却により４億１，４３０万円減少したことによる。 

「工具器具及び備品」は５０億３，８９１万円で，前年度末に比べ６，４０５万円（１．３％）

減少している。これは，中央市民病院でのアンギオＣＴシステム等の整備により６億７１３万

円増加したものの，医療機器の減価償却及び除却により６億７，１１８万円減少したことによ

る。 

(ｲ) 投     資 

投資は２５億６，３８３万円で，前年度末に比べ３，８６４万円（１．５％）増加している。 

「基金」は２２億４，８４２万円で，前年度末に比べ４，５９５万円（２．１％）増加して

いる。これは４，０７２万円取り崩したものの，８，６６８万円造成したことによる。 

イ 流 動 資 産        

流動資産は７５億６，０８５万円で，前年度末に比べ２，６４４万円（０．３％）減少してい

る。 

ウ 繰 延 勘 定        

繰延勘定は１４億３，２９３万円で，前年度末に比べ３億２，５８２万円（１８．５％）減少

している。これは主として，開発費に係る償却を行ったことによる。 

⑵ 負     債  

負債総額は１０２億９，６２４万円で，前年度末に比べ３億１，３１８万円（３．０％）減少し

ている。 

ア 固 定 負 債        

固定負債は４億６，０２０万円で，前年度末に比べ２，６１２万円（５．４％）減少している。

これは主として，災害復旧に係る「企業債」を償還したことによる。 

イ 流 動 負 債        

流動負債は９８億３，６０３万円で，前年度末に比べ２億８，７０６万円（２．８％）減少し

ている。これは，「未払金」が３億７，８７４万円増加したものの，「一時借入金」が６億 

６，４６０万円減少したこと等による。 

⑶ 資     本 

資本総額は３８４億５６７万円で，前年度末に比べ５億５，００２万円（１．４％）減少してい

る。 
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ア 資 本 金        

資本金は５２６億３，７０６万円で，前年度末に比べ７億５，７９０万円（１．４％）減少し

ている。これは主として，「企業債」を８億７，３００万円発行したものの，１３億８，６３０万

円償還したことによる。 

イ 剰 余 金        

(ｱ) 資 本 剰 余 金          

資本剰余金は１８３億１，３６８万円で，前年度末に比べ２，１７３万円（０．１％）増加

している。 

(ｲ) 欠 損 金        

欠損金は，当年度純利益１億８，６１５万円と前年度繰越欠損金３２７億３，１２３万円と

を合わせ，３２５億４，５０８万円となっている。 

⑷ キャッシュ・フローの状況 

   当年度における現金預金の増加又は減少（キャッシュ・フロー）を，営業活動，投資活動，財務

活動に区分すると，第８表のとおりである。 

   営業活動において，現金支出を伴わない減価償却費等を内部留保したことなどにより， 

２３億５，８４７万円のキャッシュを生み出した。一方，投資活動において，医療機器等の整備に

係る建設改良などにより，９億２，５０９万円のキャッシュを使用し，財務活動において，企業債

等の償還により，１４億３，３３８万円のキャッシュを使用した。 

   この結果，平成１５年度末の現金預金残高は２０５万円で，前年度末と同額である。 
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48,701,915 100.0 49,565,127 100.0 △ 863,212 △ 1.7

Ⅰ 39,708,121 81.5 40,219,062 81.1 △ 510,941 △ 1.3

1 37,138,794 76.3 37,688,453 76.0 △ 549,659 △ 1.5

(1) 7,023,869 14.4 7,091,615 14.3 △ 67,746 △ 1.0

(2) 16,859,970 34.6 17,188,313 34.7 △ 328,343 △ 1.9

(3) 8,037,725 16.5 8,108,901 16.4 △ 71,176 △ 0.9

(4) 66,115 0.1 70,901 0.1 △ 4,786 △ 6.8

(5) 86,549 0.2 100,943 0.2 △ 14,394 △ 14.3

(6) 25,650 0.1 24,815 0.1 835 3.4

(7) 5,038,916 10.3 5,102,966 10.3 △ 64,050 △ 1.3

２ 5,495 0.0 5,422 0.0 73 1.3

(1) 5,495 0.0 5,422 0.0 73 1.3

３ 2,563,832 5.3 2,525,187 5.1 38,645 1.5

(1) 310,657 0.6 316,570 0.6 △ 5,913 △ 1.9

(2) 2,248,425 4.6 2,202,467 4.4 45,958 2.1

(3) 4,750 0.0 6,150 0.0 △ 1,400 △ 22.8

Ⅱ 7,560,856 15.5 7,587,302 15.3 △ 26,446 △ 0.3

１ 2,050 0.0 2,050 0.0 0 0.0

２ 7,183,477 14.7 7,251,106 14.6 △ 67,629 △ 0.9

３ 365,625 0.8 317,106 0.6 48,519 15.3

４ 560 0.0 762 0.0 △ 202 △ 26.5

５ 9,143 0.0 16,278 0.0 △ 7,135 △ 43.8

Ⅲ 1,432,939 2.9 1,758,763 3.5 △ 325,824 △ 18.5

１ 475,778 1.0 785,276 1.6 △ 309,498 △ 39.4

２ 957,161 2.0 973,487 2.0 △ 16,326 △ 1.7

48,701,915 100.0 49,565,127 100.0 △ 863,212 △ 1.7

10,296,240 21.1 10,609,428 21.4 △ 313,188 △ 3.0

Ⅰ 460,206 0.9 486,331 1.0 △ 26,125 △ 5.4

1 438,950 0.9 464,830 0.9 △ 25,880 △ 5.6

２ 21,256 0.0 21,501 0.0 △ 245 △ 1.1

(1) 21,256 0.0 21,501 0.0 △ 245 △ 1.1

Ⅱ 9,836,035 20.2 10,123,097 20.4 △ 287,062 △ 2.8

１ 4,665,045 9.6 5,329,649 10.8 △ 664,604 △ 12.5

２ 5,162,830 10.6 4,784,082 9.7 378,748 7.9

３ 8,160 0.0 9,366 0.0 △ 1,206 △ 12.9

38,405,675 78.9 38,955,699 78.6 △ 550,024 △ 1.4

Ⅰ 52,637,068 108.1 53,394,976 107.7 △ 757,908 △ 1.4

１ 35,146,049 72.2 35,123,242 70.9 22,807 0.1

２ 17,491,020 35.9 18,271,734 36.9 △ 780,714 △ 4.3

(1) 17,033,240 35.0 17,546,546 35.4 △ 513,306 △ 2.9

(2) 457,780 0.9 725,188 1.5 △ 267,408 △ 36.9

Ⅱ △ 14,231,393 △ 29.2 △ 14,439,277 △ 29.1 207,884 △ 1.4

１ 18,313,687 37.6 18,291,955 36.9 21,732 0.1

(1) 31,771 0.1 31,771 0.1 0 0.0

(2) 6,943,948 14.3 6,935,853 14.0 8,095 0.1

(3) 394,912 0.8 393,967 0.8 945 0.2

(4) 3,732,014 7.7 3,732,014 7.5 0 0.0

(5) 571,585 1.2 568,482 1.1 3,103 0.5

(6) 445,501 0.9 440,007 0.9 5,494 1.2

(7) 6,193,955 12.7 6,189,860 12.5 4,095 0.1

２ △ 32,545,080 △ 66.8 △ 32,731,232 △ 66.0 186,152 －

(186,151) － (△567,269) － (753,420) －

備考：有形固定資産の減価償却累計額は27,527,111千円である。

繰 延 勘 定

寄 附 金

開 発 費

受 贈 財 産 評 価 額

企 業 債

再 評 価 積 立 金

控 除 対 象 外 消 費 税

負 債

負 債 及 び 資 本

企 業 債

仮 払 金

県 補 助 金

一 般 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

借 入 資 本 金

自 己 資 本 金

流 動 負 債

資 本 金

資 本

預 り 金

貯 蔵 品

未 収 金

基 金

敷 金

一 時 借 入 金

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 及 び 備 品

電 話 加 入 権

投 資

流 動 資 産

現 金 預 金

長 期 貸 付 金

前 払 金

平成15年度末

資 産

固 定 資 産

建 物

長 期 預 り 金

未 払 金

固 定 負 債

科        目

有 形 固 定 資 産

土 地

そ の 他 固 定 負 債

建 物 附 属 設 備

構 築 物

無 形 固 定 資 産

第　７　表　　　病　院　事　業　会　計　比　較　貸　借　対　照　表　　

(単位  金額:千円，比率:％）

金　　額
（Ａ）

構成
比率

金　　額
（Ａ）

対前年度
増 減 率

対前年度増減
（Ａ－Ｂ）

構成
比率

平成14年度末

欠 損 金

（ う ち 当 年 度 純 損 益 ）

基 金 借 入 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

 



 － 71 －

(単位　金額：千円） 　

Ⅰ 2,358,474 876,622 1,481,852

　当 年 度 純 利 益 （ △ 純 損 失 ） 186,151 △ 567,269

　減 価 償 却 費 1,414,779 1,384,080

過 年 度 分 減 価 償 却 費 － 15,048

固 定 資 産 除 却 損 34,800 31,384

繰 延 勘 定 償 却 371,883 382,104

雑 支 出 18,793 32,279

固定資産売 却益 (特 別利 益） △ 71,675 △ 22,161

未 収 金 の 増 減 67,628 △ 416,200

貯 蔵 品 の 増 減 △ 48,519 81,703

そ の 他 の 流 動 資 産 の 増 減 7,337 △ 6,571

長 期 預 り 金 の 増 減 △ 245 △ 74

未 払 金 の 増 減 378,748 △ 31,431

　そ の 他 の 流 動 負 債 の 増 減 △ 1,206 △ 6,270

Ⅱ △ 925,091 △ 981,578 56,487

建 設 改 良 費 △ 1,014,298 △ 918,297

投 資 △ 141,792 △ 149,379

他 会 計 繰 入 金 40,729 12,221

財 産 収 入 67,746 252

雑 収 入 50,848 51,464

固定資産売 却益 (特 別利 益） 71,675 22,161

Ⅲ △ 1,433,384 104,956 △ 1,538,340

一 時 借 入 金 の 増 減 △ 664,604 800,385

企 業 債 収 入 873,000 827,000

他 会 計 補 助 金 22,807 15,419

国 庫 支 出 金 12,055 15,290

県 支 出 金 945 －

　企 業 債 等 償 還 金 △ 1,679,595 △ 1,555,200

消 費 税 資 本 的 収 入 調 整 額 2,008 2,062

Ⅳ 0 0 0

Ⅴ 2,050 2,050 0

Ⅵ 2,050 2,050 0

備考：１　本表は間接法により作成している。

　　　２　項目は，原則として，損益計算書，貸借対照表及び決算報告書の科目によっている。

　　　　　雑収入については，その主たる内容によって区分している。

　　　３　未収金の増減，貯蔵品の増減，その他の流動資産の増減の数値がプラスの場合はそれぞ

　　　　　れ資産の減少を，マイナスの場合は資産の増加を表す。

第　８　表　　　キ　ャ　ッ　シ　ュ ・ フ　ロ　ー　計　算　書

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

項　　　　目 平成1５年度 平成1４年度 対前年度増減

現 金 預 金 期 首 残 高

現 金 預 金 期 末 残 高

財務活動によるキャッシュ・フロー

当 期 現 金 預 金 増 減 額

 



 － 72 －

５ ま と め        

業務面では，市民の医療ニーズの高度化・多様化に対応し，医療の質や患者サービスの向上に努め

るため，中央市民病院及び西市民病院において，高度医療機器や施設の整備等を進めた。 

経営面では，材料費等の費用が増加した一方で，診療単価の増等により医業収益の増加がそれを上

回ったことから，前年度に比べ純損益は７億５千万円改善し，１億８千万円の純利益となっている。

この結果，前年度からの繰越欠損金３２７億３千万円と合わせた当年度未処理欠損金は，３２５億４

千万円となり減少したものの，当年度末の流動資産から流動負債を差し引いた資金在高は，２２億７

千万円の不足（不良債務）を生じているなど，引き続き厳しい経営状況となっている。 

今後は，医療費を抑制する観点から医療保険制度改革が進められる中，中央市民病院の経年劣化に

伴う対応に加えて，一般会計補助金は負担区分の見直しに伴い平成１６年度も減少する見込みであり，

経営環境はさらに厳しくなると考えられる。 

このような状況の中，平成１６年度が最終年度となる第４次市民病院経営計画の実現に向けて， 

１４年度に策定した収入増加対策や材料費，経費の見直し等の緊急アクションプランに基づく経営改

善に着実に取り組まれたい。また，次期市民病院経営計画の策定に際しては，健全な経営基盤の確立

とともに，効率的に質の高い医療が提供できるように運営形態の見直しも含めた抜本的な検討をされ

たい。なお，国・県に対しても診療報酬制度の改善，救急・高度医療等への財政援助の充実の要望を

行うよう希望する。 

 

参考資料　 経 　営 　分 　析 　表

平成15年度 平成14年度 平成13年度

構　成　比　率

(1) 固 定 資 産 構 成 比 率 84.48 84.69 85.55

(2) 自 己 資 本 構 成 比 率 42.94 41.73 42.46

財　務　比　率

(3) 固 定 長 期 適 合 率 102.17 101.97 100.04

(4) 流 動 比 率 76.87 74.95 77.41

(5) 現 金 預 金 比 率 0.02 0.02 0.02

(6) 負 債 比 率 132.86 139.63 135.51

収　　益　　率

(7) 総 資 本 利 益 率 0.38 △ 1.14 △ 1.57

(8) 自 己 資 本 利 益 率 0.89 △ 2.70 △ 3.64

(9) 営 業 利 益 対 営 業 収 益 比 率 △ 13.06 △ 15.84 △ 17.81

そ　　の　　他

(10) 総 資 本 回 転 率 0.75 0.74 0.76

(11) 自 己 資 本 回 転 率 1.77 1.76 1.76

(12) 企業債償還額対償還財源比率 104.91 190.40 260.35

分　析　項　目

備考：経営分析方法については，143ページ参照。

 


